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概要� 情報検索システムを利用する検索者にとって、適切なキーワードを選択するこ
とは必ずしも容易なことではない。本研究では、検索者にも理解しやすい概念階層の汎
化という考え方を利用して、ユーザの検索意図を明示化すると共に、精度落ちを抑えた
情報検索システムを提案している。本報では、汎化概念の関連文書における網羅性に注
目し、検索に役に立つと考えられる汎化概念を明示化するインタフェースの作成につい
て報告する。また、この網羅性に注目することにより、検索意図をより明確に表現する
�������検索式の構築の支援と���検索への応用についても述べる。
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� 緒言

現在の情報検索システムにおいては、検索語の入力による検索が主流であるが、一般の検索者
にとって自分が思っている検索意図に基づいて適切な検索語を選択する事は必ずしも容易ではな
い。これに対し、ユーザモデルの利用や、関連文書中の語を検索キーワードに加える事により、検
索者の検索意図の推定を行っているシステムなどが提案されている。しかし、これらのシステム
は、検索性能の向上という成果をあげているが、推定された検索意図の表現が検索者にとって理
解困難なものが多く、本当に検索者の検索意図とマッチしているのかを検索者が確認するのが困
難であるという問題がある。
検索者にとって理解しやすい検索語の選択支援の手法として、シソーラスを用いた支援がある。

しかし、用途に応じた適切なシソーラスを構築することは手間がかかるという問題がある。また、
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一般的な目的で構築されたシソーラスを単純に用いた検索拡張では、検索精度が向上しないこと
が����!�	"#$を使った実験により確認されている "%$。よって、本研究では、入力された検索語
と数個の関連文書を用いて、検索語や関連文書中に存在する語の汎化レベルを推定することによ
り、検索者に理解しやすい検索拡張を行う適合的汎化に基づく情報検索システムを提案している。
本報では、汎化概念の関連文書における網羅性に注目し、検索に役に立つと考えられる汎化概
念を明示化するインタフェースの作成について報告する。また、この網羅性に注目することによ
り、検索意図をより明確に表現する �������検索式の構築の支援と���検索への応用についても
述べる。

� 適合的汎化に基づく情報検索システム

��� 概念階層に基づく検索語の汎化

一般的な検索者は、検索語が持つ適合文書の分別能力などについて深く気にせずに、検索語の
選定を行っている場合がある。例えば、「ビデオ」という概念に関連して図 #の様な概念階層を考
えたときの、次の &つの事例における「ビデオ」というキーワードが持つ意味について考える。

#� 映画を見たいと思って、「レンタル」「ビデオ」という検索語を利用する人にとって、「ビデ
オ」というのは代表的な手段であって、「'('」などを含む「映像機器」でも良いと考えて
いる。

%� ビデオの構造を知りたいと思って、「ビデオ」「構造」という検索語を利用する人にとっては、
ビデオ一般（()*ビデオ、+��ビデオなど）ならどれでも良いと考えている。

&� ()*ビデオのデッキを買いたいと思って、「ビデオ」「デッキ」という検索語を利用する人
（ビデオといえば ()*だと思っている）にとって、「()*ビデオ」が良い検索語である。

8mm

DVD8mm

図 #, ビデオに関する概念階層

これらの事例からわかるように、検索者は、検索意図を表現するのに適切な抽象度の概念を必
ずしも用いない場合がある。そのため、検索意図に応じた適切な抽象度の概念を選択し、検索語
に用いると、検索者にも理解しやすく効率的な検索語になると考えられる。本研究では、この様
な電子化辞書やシソーラスに記述されている概念階層構造を利用し、検索意図に応じて検索語を
汎化する方法を「適合的汎化」と呼ぶ。
一方、既存の電子化辞書やシソーラスに記述される概念階層は、必ずしも、ユーザの特定の検
索意図を表現するために十分な概念の詳細度を持っていない場合がある。例えば、先のビデオで
映画を見たいと考え、ビデオを検索語に利用する事例を考えると、汎化概念である「映像装置」に
含まれる概念の内、'('は検索意図にあうが、+��カメラは検索意図と必ずしも一致しないと
考えられる。
よって、ユーザが持つ細かな検索意図を適切に表現するために、検索目的に応じた適切な抽象
概念を設定し、概念階層を再構築することが必要である。この様な中間階層の概念カテゴリーは、
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特定の個人の特定の目的に応じたものであり、本研究では、この様な概念階層の構築を目的指向
の概念階層の構築と呼ぶ。本研究では、関連文書の情報を用いて、この目的指向の概念階層の構
築を行う。

��� 検索語が持つ適合性判定への寄与度

本研究では、検索語あるいは概念の存在が適合文書の判別において、どの程度貢献するかによっ
て、その語あるいは概念が役に立つか立たないかを判断する。そのため、本研究では、語の存在
と適合文書の間の相互情報量に基づいた以下の指標 �����により、語あるいは概念の有効性を判
断する。

����� - ����������
������

����
�#�

ただし、�は各単語を表す変数 �は適合文書群を表す確率変数

この指標は、主に、������と ����の比に注目しているため、次のような性質を持つ。以下では
説明のため、検索語として �、汎化語の概念として �を考える。

#� 汎化を行う事は、対応する語の数が増えるため、������ � ������と ���� � ����の関係が
成り立つ。

%� 汎化を行うことにより、より多くの関連文書をカバーする文書が増加する場合には、������

の増加分が大きいことになり、����が大きくなる可能性が高くなる。

&� 汎化を行っても、関連する文書が増えない場合には、����の増加分が大きくなり、����が
減少する。

この &番目の性質により、非適合文書を明示的に与えなくても過剰汎化を防ぐことができる指
標になっている。

��� 適合的汎化に基づく情報検索システム

上記の考え方に基づいた適合的汎化に基づく情報検索システムのプロトタイプを作成した。こ
のシステムは、通信総研で作成されている �.%/"&$を利用した情報検索のパッケージ "0$ �以降で
は、ベースラインシステムと呼ぶ�をベースとして作成した。また、概念階層を与える電子辞書と
しては、1'�"/$を利用する。
本システムを、情報検索システム評価用のテストコレクションである !23���#テストコレク

ション "4$に適用した。その結果、本システムでは、初期検索の結果に検索性能が影響されやすく、
初期検索のランク上位文書を関連文書として利用するオートマチックフィードバックを利用する
場合には、性能の向上が見られなかったが、テストコレクションに記載されている正解文書を利
用する場合には、少ない検索語の拡張で、関連文書全てに含まれる語を検索拡張に利用するベー
スラインシステムと同等の検索性能を得ることが確認できた。

研究会Temp 
－89－



� 検索語の網羅性に注目した�������型検索への応用

本研究で提案している適合的汎化の手法では、単純に、検索語や文書中に存在する語を用いる
のではなく、関連文書に広く特徴的に現れる抽象度の高い概念がある場合には、その抽象度の高
い概念で検索をすることにより、より適切な検索式が作れるという考えに基づいたものである。
この抽象化と目的指向の概念の汎化は、検索語として役に立つ特徴的な語に対し、その検索語
と同じ概念を表しながら補完的な役割を果たす検索語を見つけることにより、検索式を拡張する
方法と考えることができる。
この性質を用いることにより、検索語や関連文書の情報に基づいた、より適切な �������の検索
式を作ることが可能であると考えられる。また、この適合的汎化による検索拡張の結果を �������

式として提示することにより、単なる検索拡張による検索語の提示ではなく、検索語の選択理由
についての理解が深まり、よりユーザにとって理解しやすい表現形式になると考えられる。
以下では、�������式に利用するという観点からの検索語の汎化の方法論と、その �������式

の表現手法について述べる。

��� 検索語の汎化

従来の適合的汎化に基づく情報検索システムでは、検索語がどれだけ特徴的に正解文書に含ま
れるかという相互情報量に注目していたため、抽象化した語はもとの語に比べ、関連文書に含ま
れる可能性が高くはなっているが、必ずしも、全ての関連文書を網羅するものではない。そのた
め、�������式として利用するためには、関連文書群に対する網羅性という観点から検索語の指
標をとらえ直す必要がある。
よって、現在の汎化操作に関する基準を相互情報量に基づく指標である����� に加え、関連文
書に対する網羅性を考慮した次の %つの基準を導入する。

� 一定の割合以上の関連文書に含まれない検索語や抽象概念は汎化の対象とする。

� ユーザの視認性を考慮して、一定数以上の概念の抽象化は行わない。また、�����が一定の
値より小さい場合には、抽象化を行わない。

この汎化操作により、関連文書に対する網羅性の高い概念への汎化が行われることになる。その
結果得られた抽象概念が全ての関連文書に含まれる場合には、その抽象概念を、�������式の ���

として設定することにより、初期にユーザにより与えられたキーワードを補完した �������式が
作成可能になる。ただし、ここで、作成する抽象概念は、検索インデックスとして存在しないの
で、実際の、検索式では、抽象概念に対応する検索語全体を ��で結合したものとして表現される。
また、このような汎化を行わない検索語についても、全ての関連文書に含まれる語が存在する。

このような語を全て �������式の ���を構成する要素として利用する事も可能であるが、今回の
システムでは、初期検索式に含まれていた語のみを �������式に利用することとした。
この汎化による �������式の作成について、「ローマの休日を見たい」という検索要求に基づい
た例を用いて考える。この時の、ビデオという言葉に関する概念階層ならびに、各々の概念に対
応する �����の値、関連文書については、図 %に示すようなものであったとする。また、抽象概
念は、全体の 567以上の文書をカバーする必要があり、最小の �����の値は #�6と設定した。
この時、ビデオという言葉は、一番、�����が高い言葉であるが、%つの関連文書の内の１つに
存在するのみであり、網羅性の基準を満たしていない。よって、更なる汎化の対象となり、ビデ
オと '('の汎化概念である映像機器がこの検索要求に適切な汎化概念として選択される。また、
検索語にある「ローマ」「休日」という語は、全ての文書に存在するため、�������式の ���とし
て利用する。
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G'(w) = 2.42

DVD

G'(w) = 1.53

G'(w) = 0.82G'(w) = .95

G'(w) = 1.58

図 %, 適合的汎化による �������式の作成

よって、この検索の場合に作成される�������式は �ローマ ��� 休日 ��� �ビデオ �� '('��と
なる。

��� 検索インタフェースの作成

ユーザが作った検索式に対し、ビジュアルな表現を通して検索式の修正を行っていくシステム
としては、検索文書に特徴的に現れる語のみを表現する'���!��
"5$やシソーラスの概念階層をイ
ンタラクティブに表示させながら検索式を作っていく研究 "+$などがある。しかし、'���!��
に
おいて表示される検索語間の関係は主に共起関係に基づくものであり、本研究で取り扱おうとし
ているような補完関係にあるような語を見つけ出すという目的には、あまり適していないと考え
られる。また、シソーラスの概念階層を見せる方法では、どの程度の抽象度で検索式を表現する
のが適切なのかといったことや、本研究で提案しているような目的指向の概念階層の修正と言っ
た操作が含まれておらず、ユーザへの負荷が高いと考えられる。
よって、本研究では、検索者が関連文書を選んでいくと、その関連文書に応じた適合的汎化を
行い、その結果できあがる検索式をユーザに提示するシステムを提案する。つまり、このシステ
ムでは、ユーザは、関連文書を選んでいくことにより、一般的なシソーラスに基づき生成された
抽象概念を見ることができ、その概念の修正などを通して、検索式の修正を行う。
作成した検索インタフェースのハードコピーを図 &に示す。この検索インタフェースは左側が
検索語の入力や修正を行う部分であり、右側が文書のリストを見るための部分となっている。

図 &, 検索インターフェース
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左の真ん中にある語のリストは、上位 #6件もしくは選択した関連文書に特徴的に現れる語のリ
ストであり、左下のリストが、汎化概念、並びに、�������として利用可能な検索語を表示して
いる。
ユーザは右側のリストから関連文書を選択することにより、左側のリストに表示される語のリ
ストならびに、生成された抽象概念が変化する。ユーザは、実際に、抽象概念に対応する語のリ
ストを見ることにより、適切な語の追加や削除が可能となっている。また、ユーザは検索意図が
明確になったかどうかを考慮しながら、�������による検索と、確率モデルによる �������によ
る制約をかけない検索を切り替えて利用することができる。
さらに、作成した検索式の �������式で表される部分の検索式を用いて、8�	�(
�	�などの検索

エンジンによる���検索を利用することができる。このようにして作成された �������式をユー
ザが最初から作成するのは困難であると考えられるが、本システムで提案している適合的汎化の
考え方に基づいて、ローカルデータベースとやり取りを行うことにより、容易にこの様な検索式
が作成できる。

	 結言

本報では、汎化概念の関連文書における網羅性に注目し、検索に役に立つと考えられる汎化概
念を明示化するインタフェースを提案した。このインタフェースでは、網羅性に注目することに
より、検索意図をより明確に表現する �������検索式の構築を支援することができ、���検索へ
の応用が実現できた。
今後の展望としては、本システムの有効性を検討するためのユーザ実験などが必要であると考

えている。さらに、���検索の結果、得られた文書などの情報とローカルのデータベースに蓄積
されている情報をうまく組み合わせて、更なる検索式の洗練化を支援する方法や、�������式を
作成するための基準についての検討を行っていきたいと考えている。
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